
 

バイオアカデミア(株)  Tel. 06-6877-2335  Fax.06-6877-2336  info@bioacademia.co.jp http://www.bioacademia.co.jp/    

  

HIV-1 Gag p55 

  

05-009  20 g，   05-010  100g  

 

HIV-1 Gag p55 は、エイズウイルスの増殖に必須のコア構造を構築する数種のタンパク質の前駆体であ

る。このタンパク質は、HIV-1 のプロテアーゼにより、まず中間体の p41 と p15 に切断され、さらに p41

がマトリックスタンパク質 p17 とカプシドタンパク質 p24 に、p15 がヌクレオカプシドタンパク質 p7 と

機能不明の p6 および p1 にそれぞれ切断される（１）。 

本品は、HIV-1 ウイルスゲノム（サブタイプ B（２））の gag 領域にコードされている p55 遺伝子をプ

ラスミドにクローニングし、大腸菌で多量に発現させ、クロマトグラフ法などにより高度に精製したもの

である（３）。エイズウイルス粒子から精製された p55 と同じく、分子量が 55 kDである（図１）。 

 

用途 

１） HIV-1 のプロテアーゼの活性測定に、本来の基質として、最も適している。 

２） ウエスタンブロット法や ELISA法を用いた抗 HIV-1 Gag抗体の検出に使用できる。抗 p17 抗体、抗

p24 抗体、抗 p15 抗体などすべての抗 HIV-1 Gag抗体を同時に測定できる。 

 

製品の性質 

純   度：SDS-PAGE（CBB染色）で９０％以上が p55タンパク質  

濃   度：0.5 ~1.0 mg/ml（BCA法で決定） 

性   状：20% グリセロール, 20 mM Tris-HCl (pH 7.5), 50 mM NaCl, 10 mM メルカプトエタノール 

保   存：－20℃ (長期保存は-70℃) 

 

データリンク  GenBank: AAA44988.1 
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図 1 HIV- p55 タンパク質の 

ポリアクリルアミドゲル電気泳動 

（矢印は分解産物を示している） 
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